































 We conducted analysis such as international input-output analysis, trade statistics, 
international competitiveness, case studies based of Asian die and mold related companies. 
We found out results such as international competitiveness of die and mold industry in 
Japan and Korea, the factor of Korean rapid catching up to Japan of die and mold industry, 
the characteristics of the development process of die and mold industry in Japan and Korea, 
and their globalization. Our results also implied the possibility of the development of die 
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 直接経費 間接経費 合 計 
2008 年度 1,400,000 420,000 1,820,000 
2009 年度 1,200,000 360,000 1,560,000 
2010 年度 900,000 270,000 1,170,000 
年度    
  年度    
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で 47 倍、部品精度で 17 倍の向上が観察され
た。Mold 金型の場合、従来製法と比較して、










































減少しつつも 2000 年時点で 9 割以上国内調
達であった。韓国は日本依存が減少し、2000
年時点で直接調達の 9 割、間接調達の 8割以
上が国内調達であった。アセアン 4 は調達率
が上昇しつつあり、2000 年時点で直接調達で





























～2008 年にかけて 2.6 倍に拡大し、輸入は半
減していると判明した。 
キャッチアップが困難なタイプの金型で
ある die タイプでは、1996 年時点で先進国に
輸入依存する構造が見られた。しかし 1996




























③ 貿易特化係数による国際競争力分析  
貿易特化係数による分析（1996～2008 年）
で、韓国では mold タイプの値が 0.4 から 0.8
に上昇し競争優位が強まっていた。Die タイ
プでは-0.8 から 0.9 へ、競争劣位から競争優
位への劇的な転換が見られた。しかし同じ期
間を単価競争力で見ると mold タイプでは




 日本の貿易特化係数は mold タイプでは
1995年時点では0.8と競争力が非常に強い状
況にあった。しかしその後、貿易特化係数の





なくなったと言える。Die タイプでは 1995 年























































































































 Mold タイプ Die タイプ 
日本 第 5段階 第 5段階 
韓国 第 5段階 第 5段階 
中国 第 3～4段階 第 3段階 
インド 第 3段階 第 2～3段階 
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